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　　　ぶどうの出荷

　　　　　　　いまカごさ・カ・り！

　心配された台風15号は、たいした被害もなくてすみ、水不足

に悩んでいた農家にとって恵みの雨をふらせてくれました。

　これから農家では、早期水稲の刈り入れです。

　ことしは近年にない豊作だそうで、どこの稲穂もずっしりと

重そうに頭をさげています。

　さて、ここ美々津百町原一帯は数年前から、果樹園芸がたい

へんさかんで、特にぶどう園は、その面積約10ヘクタール（10

町）以上にもなり、いまは見渡すかぎりのぶどう棚から、あま

い香りをあたり一面にただよわせています。

　これから9月にかけて最盛期となり、ぶどう園のある農家で
は取り入れや箱づめど、出荷の準備で大わらわです。

　このぶどうは箱づめで、遠くは阪神方面や北九州へ、または

市内のくだものやさんに飾られるのです。

雌農家のみなさん！夏の暑さにまけないで、がんばってくださ

い。　　（炎天下でぶどうの取り入れ）
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　　　　　　　農閑期に施設見学
　美々津の高松区（区長、黒木甚一さん）では、さる7月28日

に農閑期を利用して、区民約50名が市内の新しい施設を見学し

ました。まず市役所内部を見学して、屋上の望楼から伸びゆく

市内を展望し・そのあと鉄興社や工業港、共和精糖では工場内

部を見せていただき、日ごろ工場など見なれない農家の方々だ

けに、設備のりっぱさにびっくり，しておられました。

　　　　　（砂糖の袋づめ作業を見る高松区民）
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こ
と
し
に
な
（
．
て
、
は
じ
め
て
本
土

を
襲
っ
た
台
風
十
五
号
は
、
各
地
で

相
当
な
被
害
を
出
し
た
よ
う
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
の
宮
崎
県
で
は
、
風
雨
と

も
に
弱
か
っ
た
た
め
、
早
期
水
稲
な
ど

の
農
作
物
に
多
少
の
被
害
が
あ
っ
た
程

度
で
、
道
路
や
建
築
な
ど
の
被
害
が
少

な
か
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し

た
。
　
農
家
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら
早

期
水
稲
の
刈
り
入
れ
な
ど
真
夏
の
作
業

は
、
大
変
な
ご
苦
労
と
お
察
し
い
た
し

．
ま
す
。

　
■
さ
て
、
こ
の
た
び
め
市
長
選
挙
で
皆

ざ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
わ
た
く
し
が

あ
ら
た
め
て
日
向
市
政
を
担
当
さ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
た
ち
の
大
切
な
郷
土
の
現

状
と
将
来
を
思
う
と
き
、
そ
の
責
任
は

非
常
に
重
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た

し
ま
す
。

　
日
向
市
政
は
あ
く
ま
で
日
向
市
民
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
、
文
化
的

な
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
の
場
を
整
え
る
と

共
に
、
人
間
と
し
て
の
生
活
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
こ
そ
、
市
政
の
目
標
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
仕
え
す
る
み

ち
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
こ
そ
新
産
都
市
建
設
と

　
い
う
ま
っ
た
く
歴
史
的
な
大
事
業
に
取

り
く
み
、
皆
さ
ま
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
南
九

州
に
お
け
る
経
済
開
発
の
拠
点
と
い
う

広
域
行
政
に
つ
な
が
る
基
本
的
な
事
業

は
、
主
と
し
て
国
と
県
の
責
任
で
と
ど

こ
お
り
な
く
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

強
く
働
き
か
け
、
新
産
都
市
で
あ
ろ
う

が
な
か
ろ
う
が
、
日
向
市
民
の
生
活
に

直
結
し
た
一
般
行
政
需
要
に
対
し
て

は
、
や
は
り
市
の
責
任
で
、
で
き
得
る

限
り
善
処
し
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
よ
く
世
間
で
い
わ
れ
ま
す
「
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
安
心
し
て
過
せ
る

市
民
環
境
を
目
標
に
、
や
り
た
い
こ
と

は
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
わ
た

く
し
は
ま
つ
、
青
少
年
の
教
育
施
設
の

整
備
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
、
農
山
漁

村
の
生
活
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
地
場

産
業
を
中
心
と
し
た
中
小
企
業
の
振
興

を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
ぞ
ん
じ
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
市
役
所
各
職
場
の
姿
勢
を

正
し
、
弾
力
性
あ
る
市
の
財
政
基
盤
を

勝

確
立
し
て
、
日
向
市
政
の
対
外
的
な
信

用
を
高
め
、
皆
さ
ま
方
の
信
頼
に
値
す

る
よ
う
国
、
県
の
全
面
的
な
協
力
を
求

め
、
重
点
的
な
施
策
を
逐
次
実
行
に
う

つ
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
市
政

を
進
め
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
も
ち

ろ
ん
、
市
役
所
全
職
員
の
先
頭
に
立
ち

全
精
根
を
傾
け
て
が
ん
ば
る
つ
も
り
で
．

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り

羅贈魑「

よ
い
ご
指
導
と
、
ご
理
解
あ
る
ご
協
力

を
願
え
ま
す
な
ら
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

必
ず
実
行
で
き
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
郷
土
を
、
よ
り
明
る
い

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
市
民
の
皆
ざ
ま
の
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

　
（
写
真
は
さ
る
七
月
十
二
日
江
川
選

管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を
受
け
る
児

玉
市
長
）

選
挙
人
名
簿
の

　
さ
る
七
月
四
日
の
参
院
議
員
通
常
選
挙
と
、
七
月
十
↓
日
に
は
日
向
市

長
の
特
別
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
ま
だ
日
数
も
あ
ま
り
り
経
て
い
な
い
の

で
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
「
選
挙
人
名
簿
」
と
い
う
も
の
が
、
い
ぎ
選
挙

投
票
と
い
う
ど
き
に
な
っ
て
、
い
か
に
重
要
な
も
の
か
ご
理
解
い
た
だ
い

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
は
、
公
正
な
選
挙
を
行
な
う
た
め
の

基
本
と
な
る
も
の
で
、
こ
の
名
簿
に
登
録
き
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
．
た
と

馳
え
選
挙
人
と
し
て
の
要
件
が
備
わ
っ
て
い
て
も
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
　
こ
の
よ
う
に
選
挙
人
名
簿
は
、
そ
の
人
に
選
挙
権
が
あ
る
こ

と
を
公
証
す
る
も
の
な
の
で
す
。
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、
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◎
基
本
選
挙
人
名
簿

　
こ
れ
は
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
、

そ
の
日
ま
で
引
き
つ
づ
き
三
ヵ
月
以
来

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
選
挙
資
格
を

調
べ
て
登
録
す
る
名
簿
で
あ
り
ま
す
。

　
先
般
行
な
わ
れ
た
選
挙
の
基
本
名
簿

は
つ
ま
り
昨
年
九
月
十
五
日
現
在
、
調

製
の
も
の
に
よ
り
、
選
挙
権
を
公
証
さ

れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
来
る

九
月
十
五
日
現
在
で
調
べ
て
、
十
月
三

十
日
ま
で
に
調
製
し
、
十
一
月
五
日
か

ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
の
十
五
日
間
、

有
権
者
の
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
縦
覧
に
よ
っ
て
有

権
者
が
、
自
分
の
登
録
が
も
れ
て
い
る

と
か
、
誤
載
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
市
選
管
に
．
異

カ

る

せ

つ

議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

．
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
異
議
申
し
出
に
よ
っ
て
、
選
管

は
誤
り
が
あ
る
と
き
は
修
正
し
、
本
人

へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
告
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、
そ
し
て
、
こ
の

基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
十
二
月
二
十
日

を
も
っ
て
確
定
し
、
．
次
年
の
十
二
月
十

九
日
ま
で
、
据
置
く
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。

と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
補
っ

て
い
か
な
い
と
、
公
平
な
選
挙
人
名
簿

が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
こ
れ

ら
の
人
々
に
公
平
に
投
票
の
機
会
を
与

え
る
た
め
に
『
補
充
選
挙
人
名
簿
』
の

制
度
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
補
充
名
簿
の
登
録
は
、
新
た
に

有
権
者
と
な
ら
れ
た
本
人
が
選
管
ま
た

は
各
支
所
へ
、
い
つ
で
も
申
出
が
で
き

ま
す
。
選
挙
が
近
づ
い
て
か
ら
で
は
、

そ
の
選
挙
の
公
示
ま
た
は
告
示
前
日
ま

で
と
一
定
の
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

新
た
に
有
権
者
と
な
っ
た
人
は
、
い
っ

で
も
登
録
の
申
出
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
を
さ
る
よ
う
わ
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
補
充
選
挙
人
名
簿
も
縦
覧
期
間

を
定
め
て
、
一
般
に
お
知
ら
せ
し
州
縦

覧
に
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
こ
の
補
充
登
録
に
つ
い
て
は
早

目
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
補
充
選
挙
人
名
簿

　
基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
以
上
申
し
ま

し
た
と
お
り
一
定
の
時
期
に
調
製
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
後
に
選
挙
資
格
を
取
得

す
る
新
有
権
者
が
出
て
き
ま
す
し
、
ま

た
基
太
　
，
諄
が
必
ず
し
も
過
誤
が
な
い
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日
本
全
国
の
行
政
め
基
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と
な
る

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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レントゲン撮影実施計画表
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場 所 区 域

梶木　　〃

鵜毛分校i鵜毛
L松原石三一館　　一

秋留　〃　　秋留

田の原公民館1田の原
喬松　　ア　　「高松、宮の〒▽馳落鹿

美々津支所　駅通り、石並、別府
〃　保育所前．新町、上町、中町、下町
＿幸」臨．公民館．」塑晩一遠見、一飯谷、一余瀬　　　一

岩脇支所…籾木、金ケ浜、笹野、本宮
＿美砂．区一長三一…＿堅・美砂）一本村．　　一．

細島旧漁協一L量勢～＿高々谷、宮の上
〃　　　支所i八幡、八坂、庄手差
〃　宝一映横一…一地蔵、一吉の川西一一＿＿＿

∠i一渣引入ローL清正　　　　　　＿＿

畑浦公民館　畑浦
　　　　　一L梶木

松原、切島山

比良　　〃　　比良
五十猛神社横　往還、山下

奥野公民館　永田、奥野
一塩一星囚Σ学2校ご．由封、新財市の1部

」藍見樋旅箆横＿高見燈通広見中原新財市千束口

庄手公民館　庄手
本谷公民館　西川丙、本谷
はまぐり荘前　堀一方
＿貧根至⊂民一日月曾根一

高橋工場横
上原町公民館

江良、公園通り

亀崎　　〃　　亀崎全区
柏田ブロック前西草場．

土原町｝．下原町

市役所．上町、都町、北町、南酊、中町

間時

2～　3．30　1田の原公

9．30～11．301高松

122－50～　2。oq－L美一∠ヤ津：

2．30～4．301〃　保育

9．30～11．30

12．三50～　2．00

2．30～4．30

　9．30～11．00

12．00～　3．00

3．30～　4．30

9．00～11．00

12．00～　2．00

2．30～4．30

　9．00～10．30

11．30～2．00

　3．00～　4．30

＿9．30上11．5而「鵜一 v三一i
」2二〇q～11．豹　松原公民館一

12．30～2．30　秋留　　〃

　3．00～4．30　比良　　〃

　9．00～11．00　五十猛神社横

12．30～2．30　奥野公民館

　3・q吐．4．関　塩見小学校：
＿9．00㌘！1．00　高見橋旅館横

」2・00墜1・至；を手天民館一

＿2蚤0～4．30　本谷公民館
　9’00～11．00　はまぐり荘前一

12．00～2．30＿＿曾一町≧公〕民一日月

＿2二30～4．30　高橋工場横
　9．00～11．0匹L：」⊇原町公民館一

12．00～2．30　　亀崎　　　〃

　5．00～4．30柏町洗張ク前

　9．00～11．001直役所．

結核予防のため
　レントゲン撮影を受けま，しょう

　現在、結核でなくなられる方はむかしほど多くあ

りませんが、結核にかかって長期療養をする方は少

なくありません。また全死亡率の上位にあることも

かわりありません。　．

　このように恐ろしい病気を防ぐために、市では市

民のみなさまの定期結核診断を実施することになり

ました。全員もれなく検診を受けましょう。

1　受診票は昨年まで各人に配布していましたが、

　本年度は直接受付で記入しますので当日受付で氏

　名、年令を言ってください。

2　該当者

　市内に住んでいる人で、つぎの方々は除かれま

　す。

　イ　小、中、高校、幼稚園、保育所等に在学する

　　児童生徒および教職員

　ロ　公務員および事業所に勤務する人で、毎年レ

　　ントゲン撮影を受けている人。

　ハ　6才未満の乳幼児、ま』たは現在結核で入院中

　　の人、および治療中の人。

3　料金は無料です。

　｝　　　．　　　　　』　　皿　　▼　▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

との免許範囲」の車だけしか運転できませんので、1との点は特に

おまちがえのないように注意してください。このほか「けん引免

許」が新らしくできます。

2．運転免許の試験がむつかしくなる

　これから軽自動車および二輪車の運転免許試験を受ける人は、

自動車の構造取扱方法の筆記試験も受けなければなりません。

3．　二輪車に乗るときはヘルメットを

　二輪車の事故の70％は、頭を打ってけがをしたり死んだりして

おります。このことから高速道路などで二輪車を運転する者は必

らずヘルメットをかぶらなければなりません。県内では指定され

た道路はありませんが、なるべく「安全帽」をかぶるようにしま
しよう。

4．　会社などにも「安全運転管理者」を

　運送業者以外でも10台以上の自家用車をもつ業者や会社には一一

定の資格を持った「安全運転管理者」を置いて運転者の指導およ

び監督をすることになりました。　（日向警察署）
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　　　国道10号線から

　　　　　　交通事故を追放しましょう

　国道相号線は東九州を縦断する唯一の幹線道路で、市内原町附
近では1日平均3．700台の自動車などが通行しています。

　日向警察署で管轄する、この国道は36伽の区間ですが、交通量

の増加もさることながら日向地区で発生する交通事故の60％は
この国道10号線で占められています。

　このようなこ．とから交鐘事故の多い原町交さ三等に交通信号機

を取りつけるようにするほか、現在交通取締りの主力をこの10号

線に注いでおります。不快指数の上昇とともに「居眠り運転」な

どの事故がふえてきていますので、運転者の方は十分に気をつけ

てください。

　また各家庭でも睡眠不足などにならないようご家族の健康には

十分注意してください。　　一

　　　　　道路交通法が

　　　　　　　．一部改正されまず

　9月1日から道路交通法および同施行法の一部が改正されます

がぐそのおもなことがらはつぎのとおりです。

1．　運転免許の種類が了種類に

　これまでの9種類の免許のうち自動三輪免許がなくなり、さら

に5罰すると軽「三輪、四輪」免許も廃止になって、これらは

「普通免許」になります。また、軽二輪免許と原付二種免許が廃

止され「二輪免許」になります。しかしながらいずれにしても運

転できる車が限定きれますので、試験を受けない限り旧免許『も

　　コ　　　　1◎テ燃黎灘壁鱒奪う．今月は「道路寺

山できる車が限定きれますので、試験を受けない限り旧免許『も

一へ（＿一－r～・一一～◎認齢無鍋灘法難う　今月は「道路を守る月間」です
　◇道路はみんなのものです。家の前だからと勝手に使うことは

　　できません。商品や物を道路にはみだして並べることはやめ

　　ましょう。

◎通路を美しくしましよう1道路は美・噛持がいい・峨1なに気な・・家や輯

「

　　　　これはいけません　　　　これが正しい乗り方

　　　　　　　　　　　　一一帽）〕げw憎｛r
　　　　　　　　　　　　　から投げ捨てる紙くず、果物の皮・

　　　　　　　　　　　　　または工事現場から運搬する土砂

などが道路にちらばり人々に迷惑をかけますので注意しましょう

◎交通の妨げになるものをのぞく

　農村地帯などで庭木や生垣の枝葉が茂って道をふさいでいる

所がよくあります。お互に気をつけて通行の妨げにならないよ

うにしましょう。　　　　　　1

　　　　　　　　　　　ノーへ｝・～一・A．一一購一一咽
　　　　　　　　　　　　　∫
　　　　　　　　　　　　　‘
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　一　
　　日向市に始めての．

　　　　　　　陸橋が完成！
細島商港と入塾地区をむすぶ、県道（日向人吉線）

、県が総工費1億2千万円をかけてつくっていた陸

がこのほど完成しました。

これまでこの踏切は警報器もなく、大きな事故もお

ていただけに、ここを通る車の運転手の方にとって

の橋の完成は、たいへんうれしいものでしょう。

この陸橋は将来の電化や復線化を考えてつくられて
り、長さ駒〃z高さ1〔翅、両側に幅15〃2長さ520〃～の

付道路もつけられています。rρ、

さ

徽
「
曳
・

水
稲
共
済
掛
金
の

　
　
　
納
期
が
二
回
に

　
こ
れ
ま
で
共
済
掛
金
な
ど
の
納
入
に

つ
い
て
は
、
掛
金
と
賦
課
金
と
を
同
一

納
期
に
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
た
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た

「
共
済
金
交
付
基
準
」
に
よ
り
ま
す
と

共
済
金
の
交
付
は
農
家
掛
金
等
の
納
入

実
績
に
よ
っ
て
交
付
き
れ
る
こ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
納
入
実
績
が

低
け
れ
ば
当
然
、
共
済
金
の
支
払
が
遅

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
分
割
払
い
と
い

う
事
態
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
。

　
特
に
水
稲
共
済
掛
金
等
に
つ
い
て
は

高
額
の
人
も
あ
り
ま
す
の
で
ら
く
に
納

入
が
で
き
る
よ
う
、
掛
金
と
賦
課
金
と

の
納
期
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　
納
期
ま
で
に
必
ず
納
入
さ
れ
ま
す
よ

ヶ
お
願
い
し
ま
す
。
．
（
納
入
告
知
書
は

八
月
二
日
各
農
家
あ
て
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
）

第
一
納
期
　
八
月
二
十
日
（
掛
金
）

第
二
納
期
　
九
月
三
十
日
（
賦
課
金
）

＝
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＝
＝
一
＝
一
一
一
一
一
曽
一
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
謄
一
一
＝
一
二
冒
＝
＝
，

図
書
館
だ
よ
り
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＝
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＝
ニ
＝
＝
＝
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＝
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＝
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＝
＝
＝
＝
＝
冒
＝
≡
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団
体
貸
し
出
し
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
立
図
書
館
で
は
館
内
で
の
閲
覧
や

館
外
の
貸
し
出
し
な
ど
、
市
民
の
み
な

さ
ま
に
で
き
る
だ
け
多
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
係
一
同
、
は
り
き
っ
て

館
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と

申
し
ま
し
て
も
限
ら
れ
た
部
屋
で
あ
る

た
め
、
み
な
さ
ま
に
満
足
（
、
5
利
用
を
い

．
た
だ
け
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　
こ
の
た
め
こ
れ
ら
を
カ
バ
ー
す
る
意

味
で
、
で
き
る
だ
け
の
便
宣
を
は
か
り

館
外
貸
し
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

噛，

ﾜ
た
夏
休
み
に
は
い
っ
て
学
生
の
利

用
者
が
多
い
の
は
専
　
ぱ
し
い
こ
と
で

ウ

す
が
、
一
般
の
利
用
者
が
少
な
く
、
近

郊
の
方
々
だ
け
に
利
用
さ
れ
て
い
る
き

ら
い
が
あ
．
り
、
公
共
図
書
館
の
目
的
に

反
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
片
寄
っ
た

利
用
を
な
く
す
た
め
に
、
図
書
の
貸
し

出
し
を
強
化
し
て
、
広
、
く
市
民
の
み
な

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
に
育
て
あ
げ

た
い
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
個
人
貸
し
出
し
は
も
ち
ろ

ん
各
職
場
、
各
種
団
体
（
親
子
会
、
青

年
団
）
、
個
人
間
で
も
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
責
任
者
を
き
め
て
申
し
込
み
く
だ

」
さ
れ
ば
、
集
団
貸
し
出
し
と
し
て
約
一

ケ
月
の
期
間
で
三
十
冊
か
ら
五
十
冊
ま

で
貸
し
出
し
を
い
た
し
ま
す
の
で
せ
い

ぜ
い
ご
利
用
く
だ
き
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

図
書
が
あ
り
ま
す
。

◎
総
記
H
百
科
辞
典
、
全
集
、
年
鑑

◎
哲
学
u
哲
学
各
論
、
宗
教
、
心
理
学

◎
語
学
”
中
国
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語

◎
芸
術
ロ
美
術
、
音
楽
、
演
劇
等

◎
産
業
隠
農
、
林
、
水
産
、
商
業
等

◎
工
学
目
土
木
、
建
築
、
電
気
等

◎
自
然
化
学
一
－
物
理
、
天
文
、
生
物
等

◎
社
会
隠
政
治
、
経
済
、
統
計
等

◎
歴
史
h
日
本
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

　
　
　
　
パ
等

◎
文
学
1
1
小
説
各
全
集
、
も
の
等

　
在
庫
図
書
数
　
五
千
二
百
冊

　
国
庫
債
券
を
買
上
げ
ま
す

　
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

国
庫
債
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
家
屋
の
補
修
、
そ
の
他
資
金
が
入

用
な
方
の
た
め
に
債
券
の
一
括
買
い
上

げ
を
つ
ぎ
の
要
領
で
い
た
し
ま
す
。

1
買
上
償
還
の
該
当
者
（
特
別
給
付
金

　
国
庫
債
券
記
名
者
の
う
ち
）

　
イ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

　
　
て
い
る
者

　
ロ
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
生
活
困

　
窮
者

■

嚥凝羅蕩「
i∴欝欝二繋ll鰍

i嶺羅轟轟近畿以畷際した写鯉るll

l；灘1羅三期瀦野翻

　4．

55．

　6．

じ
1
1
季
．

試験期日

　昭和40年9月1日～4日まで

試験場所
　　　宮崎市西丸山町118　宮崎大学工学部

受験願書の受付期間
　　　8月9日から18日まで

提出先　宮崎市別府町10「宮崎県民生労働部婦人児童課」

このほかくわしいことは市役所社会保険課、厚生係でおたず

ねください。

D

1』＿一r《

　
ハ
そ
の
他
福
祉
事
務
所
長
が
証
明
を

　
　
お
こ
な
っ
た
者

2
買
上
対
象

　
　
賦
札
十
二
枚
を
十
万
円
で
買
い
上

　
　
げ
る

3
買
上
償
還
の
申
込
み

　
　
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
事
務
所
に

　
　
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事

務
所
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

外
国
人
登
録
証
明
書
の
切

替
え
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
わ
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
、
外

国
人
登
録
法
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
た
期

間
内
に
、
住
ん
で
い
る
地
区
の
市
町
村

長
に
申
し
出
て
登
録
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
時
に
交
付
き
れ
た
登
録
証
明
書

は
三
　
　
と
に
切
替
え
を
受
け
ま
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
外
国

人
が
こ
と
し
の
九
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
切
替
え
の
時
期
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
切
替
え
の
た
め
の
申
請
書
の
用
紙
は

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
が
、

十
四
才
以
上
の
か
た
は
あ
ら
か
じ
め
写

真
（
名
刺
型
）
三
枚
を
用
意
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か
問
い
合
せ
ば

市
民
課
ま
で
。

人ロ（8月旧現在）

男　　　20．827人

　　（前月より47人の増）

女22．096人
　　（前月より56人の増）

計42．923人
　（前月より103人の増）

世帯数10．080
　（前月より26世帯の増）
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